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１．NC プログラムとは 

発達に障害のある子どもたちを指導する人たちの為の指導マニュアル。 

  →言語聴覚士、心理士、特別支援学校（養護学校）、特別支援学級（特殊学級）、ことばの教室、通常学級など

の教員、また、障害児の統合教育・保育をしている幼稚園や保育園・通園施設の教員などの為につくられた。 

 

 

 

 

 

〇検査項目数は多いが、検査がしやすい！ 

      検査場面だけでなく、日常生活場面で検査項目の基準を満たしていれば“通過（クリア）”としてよい。 

          → 日頃の子どもの様子から 項目を埋める 

 時間を設けて検査を実施して 項目を埋める 

 

〇子どもの 特徴をつかむヒント になる！ 

         （例）❶この子はよく指示がわかる子だ！ 

                          …それって視覚優位？、それとも聴覚優位？？ 

          ❷この子は図工/美術が苦手な子だなあ…。 

                            …それって手指が不器用？、それとも空間認知が苦手？？ 

 

   〇引継ぎがしやすい！ 

     用紙だけでなく、データでも検査項目表があるため、引継ぎ/チェック/更新がしやすい。 

 

   〇客観的な視点を持って指導支援にあたることができる。 

        “できない子”“やらない子”ではなく、子どもの実態を把握することで客観視できる。 

  

〇他の用具を使用したり、手作りの教材などを使用してもよい。 

      ※NC プログラム スターターズキット 

 

 

２パターン 



4 
 

２．NC プログラムの特徴 

（１）評価法と指導法が併合  

   …発達の評価とその評価結果に従って行う指導の方法が１セットになっていることが大きな特徴。 

 

❶子どもの評価と選定された発達領域 

  アセスメントは以下の６つの発達領域で構成され、それをさらに右枠の１０の下位領域に細分化。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❷評価から指導プログラムへ 

  「発達アセスメント」に従って評価すると、同時に指導プログラムが立てられる。 

  →これまでは、IQ や MA の数字からでは指導へと直接つなげる情報として読み切れないことが多かった。 

 

 

（１）視覚操作領域 

（２）言語領域 

（３）記銘領域 

（４）文字領域 

（５）数領域 

（６）運動領域 

（１）視覚操作領域 … １ 視覚操作 

（２）言語領域    … ２ 言語理解 / ３ 言語表出 

（３）記銘領域   … ４ 視覚記銘 / ５ 聴覚記銘 

（４）文字領域   … ６ 読字   / ７ 書字 

（５）数領域    … ８ 数 

（６）運動領域   … ９ 微細運動 / 10 粗大運動 

 

 

教科などとのつながり… 

１．見 る 力  … 情報収集力 
２．聞 く 力  … 情報収集力 
３．伝 え る 力  … コミュニケーション 
４．見て覚える力  … 記憶 
５．聞いて覚える力  … 記憶 
６．読み取る力  … 国語 
７．書 く 力  … 国語 
８．数 の 力  … 算数/数学 
９．手 先 の 力  … 図工/美術 

．全 身 の 力  … 体育 

【発達記録チャート】の一番左の欄に 

領域が書かれている 

※横軸は発達年齢 

 
１０ 
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（２）タイプ別指導法  

  …実際に検査をし通過項目を埋めていくと大きく４つのタイプ（H、L、M、Z タイプ）にわけられる。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【H タイプ】 

「上限項目」と「下限領域」の差が比較的少なく、各領域の「通過上限項目」の位置に多少のジグザクは

あっても、概ね高年齢域（４歳以上）の位置にあるもの。子どもの生活年齢が６～７歳未満の場合は、障害

は軽度であり、行動的な問題も少ないことが考えられる。 

 

【L タイプ】 

 「上限領域」と「下限領域」の差が比較的少なく、H タイプとは対照的に、各領域の「通過上限項目」の

ほとんどが低年齢域内（２歳未満）にあるタイプ。対象児の年齢が高ければ（例：６～７歳以上）、その認

知的な障害は重度であるといえる。対象児の生活年齢が２～３歳未満と低い場合は、障害は軽度であるか、

または発達には問題がないことが想像される。 

 稀に、本来は認知・言語的にそれほど重度の問題はなく、もっている能力は高いことが想像できる子ども

で、L タイプに分類されることがある。これは、多動や乱暴や他害などの行動的な問題をかかえていたり、

経験不足な子どもが多い。 

学習形態が形成されていない、情緒的に不安定なことが原因とするなどして注意・集中が悪いことから、

チェック項目の通過が困難であることも考えられる。 

 

【M タイプ】 

 「上限領域」と「下限領域」のジグザグが比較的少なく、各領域の「通過上限項目」が主に発達記録チャ

ートのほぼ中央域（２～４歳）にあるもの。 

生活年齢がジグザグの周辺にある場合は、発達の遅れは軽度。生活年齢が６～７歳以上などで高い場合

は、障害は中度～重度。 

 

【Z タイプ】 

 「上限領域」と「下限領域」のジグザグが大きく、その差が２歳以上である場合。子どもの個人内差が大

きい。ASD や LD など発達に偏りのある場合や、これまで L/M タイプであったが、指導効果が表れた結

果、ある特定領域が急激に伸び、Z タイプになり、徐々に H タイプへと移行していく中間的様相。 

 

発達記録チャート 発達記録チャート 
発達記録 

チャート 

発達記録 

チャート 

【H タイプ】 【L タイプ】 【M タイプ】 【Z タイプ】 

※高年齢域 

下限アップ 

※低年齢域 

上限アップ 

※中齢域 

上下限アップ 

※混合齢域 

年齢などに応じたアップ領域選定  
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（３）あらゆる障害に対応  

   …タイプ別の指導法であるため、障害種別や重症度、  

年齢などを対象児の条件としない。評価時の各領域の発     

達年齢が６歳以下であれば誰でも対象となる。 

⇒６歳以上は学習指導へ。 

  ※０ヵ月～１２ヵ月は Pre-NC 

 

 

（４）８００種類以上の課題あそびと多種の教材を掲載  

 

 

（５）AAC 導入の参考資料  

     ※ AAC ： 補助・代替コミュニケーション、サイン言語/図形シンボル/絵カード/文字など含む 

                                         …一人の子どもに対し、複数の手段を適用することが基本 

           ↓ 

       どのような手段をどのような組み合わせで導入するかが、対象児のコミュニケーション方法の獲得を左右 

           ↓ 

       最適な手段決定のため「視覚操作」「視覚記銘」「微細運動」などの発達状態を考慮することが大切 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※時間を設けて検査を取る際は、対象児との関係性や学習に取り組む姿勢が整っていることが必要です。

対象児の調子が悪い時など状態が整っていない際には、実施はしないようにしましょう。 

 

 ※NC プログラムでの検査結果が全てではありません。日々のお子さんの様子もしっかりと観察し、適切

な実態把握をしていきましょう。 

 

 

▼まとめ… 

１．発達評価と指導方法が併合したプログラム 

２．タイプ別指導法 

３．あらゆる障害に対応 

４．800 種類以上の課題遊びを記載 

５．適した AAC 手段選択のための資料 

 上限領域 

 上限領域 

 下限領域 
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【参考文献】 

「認知・言語促進プログラム ＮＣプログラム」 コレール社  

                                   津田 望 / 東 敦子  監修 

 

【参考資料】 

「ＮＣプログラムの概要と事例研究～事例から見るＮＣプログラム～」 

   講師：公認心理師・臨床発達心理士 堀 友子 

 



年齢
領
域

２.理解

３.表出

４.視覚

5

５.聴覚

６.読字

７.書字

８.数

９.微細

１０.粗大

　　　　　　　　　　　　　氏名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１４）指で触る
親指で同じ手の４指を順
に触って見せる。同様に
模倣できるか（左右のいず
れの手とも）

１５）なわとび
前回し跳びを５
回以上とべるか

１５）折る（２回）
15cm平方の紙を対角線
に沿って４つ折りできる
か（角と角とのずれが
2mm位なら合格）

１３）片手受け
直径10cm位の
ボールを片手
でとれるか

１４）片足立ち
１０秒片足立ちで
きるか

１２）切る（曲線）
20cmの曲線を描いた紙
を用意。線に沿って切れ
るか

１２）片足とび
同じ足で５歩前へ跳べるか
（５回連続）

１１）平均台
平均台の上を足を交互
に出して2m以上歩ける
か

１３）ぬる（色鉛筆）
簡単な略画を用意。子ども
が色鉛筆で輪郭からほと
んどはみ出さずにぬること
ができるか

１０）両足とび
両足で１０歩
前へ跳べる
か

８）前転
一人で前転で
きるか

９）両手受け
直径15cm位の
ボールを1.5m離
れた相手から投
げられた時、両手
でとれるか

９）切る（直線）
幅6cm長さ
20cmの直線を
はみ出さずに
はさみで切れ
るか

１１）切る（形）
三角形。四角
形等を描いた
紙を用意。線
に沿って切れ
るか

１０）貼る
小さく切った折り
紙、台紙、糊を用
意。「折り紙を台
紙に貼って」で糊
をつけて貼れるか

７）折る（１回）
１５cm平方位の紙を
半分に折れるか（端と
端のずれが１cm位な
ら合格）

７）ける
直径15cm
位のボール
をけることが
できるか
（1m以上）

８）切る（１回）
はさみで幅１cmの
紙を切れるか（はさ
みは自分で開閉し
１回で切る）

５）とぶ
両足同時に床
から離してジャ
ンプできるか

６）投げる
1.5m離れた
相手にボー
ルを投げられ
るか

３）つま
む
１cm位の
物をつま
めるか

２）入れる
容器に物を
入れるのを
見せ模倣を
できるか

４）逆さにす
る
コップに物を
入れ逆さに
して出すの
を見せ、模
倣できるか

４）転がす
直径15cm位のボー
ルを転がして渡すこと
ができるか（1m位）

６）ビーズ通し
（４個）
大きめのビー
ズ４個をヒモに
通せるか（２分
で４個以上）

３）歩く
支えなしで２～３歩
歩くことができるか

５）積み木
（６個）
６個の積み
木を積んで
見せ模倣で
きるか

９）数唱２０
具体物を２０個用意。「１個
ずつ数えて」で、１～２０ま
で数えられるか

１０）数字並べ
１～１０までの
数字を用意。
順に並べられ
るか

１２）数唱１００
子どもが１～１０
０まで数を言える
か

１１）加減算
具体物を見せ1＋
1，1＋2，3＋1、3
＋2を質問正解す
るか

２）　もう１つ
具体物を数個置き
「１こちょうだい」と
「もう１つちょうだい」
と言った時手渡せる
か

４）分類
２色の具体物を用意。
容器に色分け分類し
て見せ、「同じように
やって」で子どもが２
色に分類できるか

６）１対１対応
具体物を３個用意。皿
（ぬいぐるみ、皿、箱等で
も可）に「１個ずつ配っ
て」で、分配できるか

８）数概念６
具体物を１０個用意。「６
個取って」で、正しく渡せ
るか

３）たくさん
子どもの好きな物で、
量の多い方と少ない
方を提示し「どっちが
欲しい？」で多い方を
選べば合格

５）多少理解
コップ等に量の異な
るものを用意し「ど
ちらが多い／少な
い？」で答えられる
か（両方正解）

７）数概念３
具体物を６個用意。「～
個取って」で、１～３の
いずれを指示されても
正しく渡せるか

１１）数唱
１～１０までの
数字を１枚ず
つ提示し読め
るか。「～はで
れ？」でも可

１３）模写（ひし形）
見本を見せ見本
同様に描けるか

１３）読字５０音
平がなを読める
か。（清音４６文
字）「～はど
れ？」でも可

１２）自分の
名前を書く
「名前を書い
て」で平仮名で
書けるか

１２）音読
単語の文字を提
示し絵カードを選
べるか（８種類以
上）

１４）模写（50文
字）
文字を１つずつ
書いて見せ、模
倣できるか（５０
文字）

１０）なぞる
５mm幅の線を提
示し「この線をな
ぞって」で、はみ出
さずになぞるか

１０）読字１０
子どもが１０文
字以上読める
か。「～はど
れ？」でも可

９）文字マッチング
「同じ文字はど
れ？」で１０文字か
ら選択できるか

９）模写（三角
形）
見本を見せ、見
本同様に描け
るか

１１）模写（10文
字）
文字を１つずつ
書いて見せ、模
倣できるか（１０
文字）

８）模写（十字/Ｖ字/正
方形）
見本を見せ、見本同様
に描けるか（十字/Ｖ字
/正方形）

７）ぬる（クレヨン）
○を描いて見せ「この中
をぬって」で○を意識し
てぬれるか（多少のはみ
出しは合格）

７） ８型マッチング
円・だ円・三角形・正方
形・六角形・長方形・平
行四辺形・台形の線画
を提示「同じのは？」で
選択できるか

８）音節分解
単語を手で叩き
ながら一音ずつ
区切って発音し
てみせる、子ど
もが別の単語
で同様に叩ける
か

５）３型マッチング
円、正方形、三角
形の線画を提示し
「同じのちょうだい」
で選べるか

４）縦線・横線
縦線と横線を
描いて見せ、
模倣できるか
（１０ｃｍ以上）

５）模写（円）
円の見本を
見せ、模倣で
きるか（閉じ
た円）

６）自分の名前が分かる
ひらがなで書かれた名
前カードを提示し「～ちゃ
んの名前はどれ？」で選
べるか

１１） ４容量ｂ
実物、カード等を４つ提
示し子どもに名詞を言わ
せてから２つ隠し「何がな
くなった？」で答えられる
か（３回連続正解）

６）２容量
「～と～を取ってきて」で
見えない所にある４つの
内から選択できるか
（３回連続正解）

４）絵マッチング
線画のカードを提示し
「同じ物は？」で６つの
内から選択できるか

６）２点結び
２つの印（○
等）の間を
線でつなげ
るか

１０） ４容量ａ
実物、絵カードなとを４つ
提示し「同じのを取ってき
て」で８つの内から４つ選
択できるか（３回連続正
解）

１１）４数詞復唱
数を４つ連続で言い復唱
できるか
（３試行中１問正解で合
格）

１）絵への興味
絵本を提示した際に子どもが絵
（マーク、記号等）に興味を示し
自発的に指さしするか

１）点画
転々をたくさん描いて見せ、模倣
できるか

２）絵の理解
絵本を提示した際
に子どもが知ってい
る物の名前を言え
るか。「～はどれ？」
でも可

３）ぐるぐる描き
ぐるぐるがきを描いて
見せ、模倣できるか

２）なぐり描き
なぐりがきを描いて
見せ、模倣できるか

３）物マッチング
具体物１個を提示し
「同じ物ちょうだい」で
２者択一できるか

１）下をさがす
布の下に物を
隠しそれを探し
出せるか

３）１/３の記憶
３個のコップを並べ
１個に物を隠す。布
で５秒覆ってから子
どもが入っている方
を識別できるか

３）１容量ａ
「～取ってきて」で、離
れた所から３つの内１
つ選択できるか（３回
連続正解）

５）２語文復唱
２語文を言い復唱
できるか（例：赤い
リンゴ／大きいクマ
等。１題で合格）

７）3×3の記憶
見慣れた絵カード３枚
と白紙カード６枚を３×
３で提示し裏返す。10
秒して「～はどこ？」で
答えられるか

８）３容量
「～と～と～を取ってき
て」で見えない所にある
６つの内から選択できる
か
（３回連続正解）

５）１容量ｂ
実物、絵カード、写真等を提示し「これと同
じのを取ってきて」で、離れた所から３つの
内１つ選択できるか
（３回連続正解）

２）１/２の記憶
２個のコップを並
べ１個に物を隠
す。子どもが
入っている方を
識別できるか

２)単語模倣
簡単な単語を発音
し、それを復唱でき
るか
（３語以上）

４）１容量ａ
実物、絵カード、写真
等を提示し「これと同
じのを取ってきて」
で、離れた所から３つ
の内から１つ選択で
きるか

９）３容量ｂ
実物、カード等を３つ提示
し子どもに名詞を言わせて
から隠す。「何がなくなっ
た？」で答えられるか（３回
連続正解）

１０） ４容量
「～と～と～と～を取って
きて」で見えない所にある
８つの内から選択できるか
（３回連続正解）

６）２容量
実物、絵カード、写真等
を２つ提示し「これと同じ
のを取ってきて」で、離れ
た所から４つの内２こ選
択できるか（３回連続正
解）

７）３数詞復唱
数を３つ連続で言い復
唱できるか
（３試行中１問正解で
合格）

８）３容量ａ
実物、絵カード、写真等
を提示し「これと同じのを
取ってきて」で、離れた
所から６つの内３つ選択
できるか（３回連続）

９）３語文復唱
３語文を言い復唱できるか
（例：鳥は空を飛びます／
ごはんをいっぱい食べた
等。３題中２題できれば合
格）

４）１容量ｂ
左の「３）１容量ａ」と同
じ方法で、３つの選択
肢が最初から見えな
いように行う

１３）語の定義
「～はどんなもの？」に答
えられるか（バナナ：黄色
くて長い／飛行機：空を
飛ぶ乗物等）

９）色名10
「何色？」に10
色以上答えら
れるか

１２）形容詞
絵カードを提示し
「重いのはどれ？」
等で選べるか

１１）文章説明
「昨日何をし
た？」に多語文
で話せるか（助
詞必要）

１４）勝敗理解
ジャンケンをして「どちらが
勝った？」に５回正解する
か

１５）受身文理解
使役と受け身の絵カード
を提示し「～している（さ
れている）のはどっち？」
で３種類以上正解できる
か

１２）どうして
「どうして～？」に理由を答
えられるか

１３）前後左右
「前を見て」等
の指示に従え
るか（前後左
右）

８）反対語類推
「～の反対は？」等に３
種類以上答えられるか
（大小、長短、男女、重
い軽い等）

１）音声模倣
子どもが発生
できる単音を
発声し模倣で
きるか

２）指さし
「ママ（先生）は
どこ？」で指さし
できるか

２）身振り模倣
「ねんね」「バイ
バイ」など動作し
て見せ模倣でき
るか

４）身体部位
３
身体部位の
内３つ指さし
できるか

９）身体部位10
身体部位の内10
を指さしできるか

１１)用途理解
絵カードを提示
し「～する物は
何？」で選べる
か

１０）カテゴ
リー
絵カードを提
示し「食べ物
は？」で分類
できるか

６）２語文表出
日常会で子どもが２
語文で話すか
（助詞不要）

５）動詞表出
「何している？」に動詞
で答えられるか（３問
以上正解）

７）大小理解
大小の絵（物）を提
示し「大きい（小さ
い）のは？」で連続
３回正解できるか

８）パズル

２辺パズル
縦横左右とも
できるか

９）８型マッチング
円・だ円・三角形・
正方形・六角形・
長方形・平行四辺
形・台形のマッチ
ングや手渡し

１０）パズル

６辺パズル
2種類以上

１１）迷路

行き止まりが４～５カ所
ある迷路を正しくたどれ
るか

３）要求
日常子どもが要求
をする際に「あー」
「んーんー」等の声
が伴うか

４）名詞表出
「これなあに？」に答
えられるか（６問中５
問正解）

１０）語頭音
「「あ」のつく言葉
は？」に答えられ
るか（３語ずつ、３
音以上）

８）比較概念
長短／上下／
左右等で「長い
のどっち？」で
選択できるか

７）色名４
「何色？」に答えられる
か（４色　　赤青緑黄）

１：０～２：０ ２：０～３：０

５）名詞理解
絵を提示し「～
はどれ？」で
選べるか

６）動詞理解
動作絵を提示し「～し
ているのはどれ？」で
選べるか

３：０～４：０

１３）２０辺パズル

20片パズル
試行錯誤OK

１２）ビーズ並べ
色や形が異なるビーズ１０
個を一列に並べて提示し
模倣できるか

5）絵マッチング
線画のカードを
提示し「同じ物
は？」で６つの
内から選択で
きるか

６）色マッチン
グ
赤青黄色を
提示し「同じ
色は？」で選
択きるか

７）橋
積み木３個
で橋を提示
し「同じ物を
作って」で作
れるか

４：０～５：０ ５：０～６：０

記
銘

２）入れる
容器に物を入れ
る動作を模倣で
きるか

３）型はめ
円、正方形、三角形
を型にはめる動作
を模倣できるか

４）物マッチング
具体物１個を提示し
「同じ物ちょうだい」で
２者択一できるか

１４）点結び
３×３で簡単な点結びを
提示し模倣できるか

１）バイバイ
「バイバイして」
の言葉で動作
できるか

３）指示理解
「座って」
「立って」
「ちょうだい」
等の指示に
従えるか

０：６～１：０

文
字

運
動

１.視覚操
作

１）下をさがす
布の下に物を
隠しそれを探し
出せるか

言
語

１）音声模倣
子どもが発生できる単音を発声
し模倣できるか

１）下をさがす
コップ等の下に物を隠しそれを探
し出せるか

１）出す
容器に
入った
物を取り
出すか

２）立つ
支えなしで立っ
ていられるか
（１分以上）

１）座る
床に支えなしで
座れるか
（10分以上）

ＮＣープログラム　発達記録チャート　（検査マニュアル版）



３．NC プログラム 周辺情報記録表（一部） 

【身辺自立・社会性チェック】 

 身辺自立・生活習慣チェック 社会性チェック 

 

６ヵ月～ 

❶食べ物を一人でつかんで食べる  ❶一人で１０分くらい遊ぶ  

❷両手でコップを持って飲む  ❷人への関心を示す（声/物を出す）  

❸着させてもらう時に腕や足を差し出す  ❸「いけません」と言うと手を引く  

 

１歳～ 

❶自分でスプーンで食べようとする  ❶指さしで関心事を知らせる  

❷自分で帽子・靴など脱ぐ  ❷多事と関わりながら少し遊ぶ  

❸排泄を（した後でも）動作などで知らせる  ❸促されるとあいさつをする  

 ❹友だちと手をつなぐ  

 

 

２歳～ 

❶靴や靴下を自分ではく  ❶指示によって遊びを中断できる  

❷フォークなどで一人で食べる  ❷２つの物から好きな方を選べる  

❸排泄を知らせる（日中はもらさない）  ❸電話ごっこができる  

 ❹けんかを言いつけにくる  

 

３歳～ 

❶一人で簡単な着脱ができる  ❶他児を真似して遊びに参加する  

❷箸が使え、歯磨きができる  ❷「かして」が言える  

❸起こせばおねしょをしない  ❸順番を守ったり、ごっこ遊びができる  

 

４歳～ 

❶ファスナーやボタンの着脱ができる  ❶同年齢の子と共同して遊ぶ  

❷手や顔を洗ったり、お風呂で身体を洗う  ❷自分から「ごめんなさい」が言える  

❸おねしょをしない  ❸皆の前で、演技ができる  

 

５歳～ 

❶自分で衣服の調節ができる  ❶感情を言える（楽しい/好きなど）  

❷簡単な料理の手伝いができる  ❷テーマに沿って会話ができる  

❸近くの公園や店に一人で行ける  ❸じゃんけんなどで順番を決める  

 

６
 


